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ユニオン組合員のみなさん
名古屋で２２歳の青年が、私たちＪＲ東海労と一緒に、会社

の理不尽やＪＲ東海ユニオンの無責任に立ち向かう決意を明ら

かにし、ＪＲ東海労に加入してくれました。５日、彼は勤務終

了後、直ちにユニオン組合事務所に出向いてＪＲ東海ユニオン

からの脱退届を出しました。

すでに皆さんはユニオン役員から、脱退の理由は分からない。

そして、あいつは○○な奴だから、とか相談なんか全くなかっ

たというような「情報」が伝わっているのではないでしょうか。

実際、そのように話してくれたユニオン分会組合員がいました。

ユニオン組合員のみなさん
まもなくＪＲ東海ユニオンの「恒例行事」＝恒例の催し「全

職場総対話行動」が始まります。是非、「中央・地方機関の役

員が揃って訪問」しますので、しっかりと意見、希望、会社の

理不尽を訴えてください。そして分会役員に相談したことが中

央・地方機関に届いているかを確かめてください。

ユニオン組合員のみなさん
些細なことに「用件」をかける理不尽を何とかしてくれ。家

族のことで相談したら管理者も分会役員も親身に聞いてくれな

い、とハッキリと言って下さい。ダメなら、いつまでも我慢す

る必要はありません。

名古屋の 勇気ある青年のように 脱退届を組合事務所に届けま

しょう！ そして 一緒に 働きやすい職場に変えましょう！


